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アインシタインの獲見した新學説
　　　（去る一月23日必罰國の新聞は相封原理の獲見者アインシタイ
　　　ン．陣士が凋逸ブVイセンのアカデミイで，盲断ミ重力εを綜合
　　する一新學説論文を獲表したε傳へた．）
　　　　　　　　　　　　　ベルUン大野敏授
　　　　　　　　　　ライヘンパハ
　重カミ電送＞Sは從來の細説においては，すべての物理現象を左右する二
つの基礎的要素であった．重力はすべての機械的現象を支配する．落腿の
所動まナこは星の蓮行なS“の理論を，二つの物艦の間に働く萬有引力なる基
本法則によって統一したのはニュートンの功績である。アィンシタィンは
その創面ぜる一一地相封性原理によって同襟の功績を磨けた．いな彼の場合
はむしろニュートンの場合に比して，科學的により深く，よの広いEいへ
る．何ミなれば，萬有引力をも其の部分的理論Eして，一盛廣汎なる物理
現象を一つの法則によって統一したからである．
　帥ち，アインシタ／ンはこれらの法則をすべて時室の四次元世界の特質
から導き出したのである．すべての法則は唯一の假説から演繹せられなけ
ればならぬεいふ自然科學の理想から見て，面上のこミは非常に大切な所
である．そして転封原理によれば，この理想はニュートンの場合に比して，
より近づかれナこミ見られるのである．
　しかしながら，なほこの理想を満足せしむる學説がなかったこいふのは，
アaンシユタ4ンは電磁氣法則を一般陸封性i甲論において論じナごるも，な
ほその法則ははじめイギリスのマクスウェルが，その異常の天才によって
完成せるまsにて殆さ攣革を受けるこεなく，重力その他の理論ミ離れて
浸交渉であった．故に電磁氣的法則もまナこ重力の法則＞S同一理論たらしめ・
しかして電磁氣重力その他の法則をテこゴーつの「揚の理論」ミして表すこ
言がアィンシタaンの長い問の希望であった．郎ち今回の新學説：なるもの
は，彼のこの希望を實現したものである．この理論において，彼はチュー
リヒの撒三家ワイルおよび英國の天文學者エデントンに基を嚢する特別な
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一　撒學を使用してみる・甚だ複難なる理論を包含する凌塑「リーマン幾何學」
　さへ，かくの如き深遠なる新叢説においては，充分ではないこεが判った・
　この勝論の完成には闘争に深遠なる叡智が必要であっナこのである・リー
　マンの創詮せる「り一マン幾何學」において取扱ふ室間ε，普通吾人の常
　識εして有するユークリド室間ごは著るしく異なるものであって，この室
　間においては李行線がない，否この線にZF行なる如き二つの線，例へば一
　つの部屋の二つの稜を際限なく殿方へ引き延ばせば，二つの線は逡に交は
　り，また一つの蝉丸を充分の早さで，ある方面に打ち早したミする時は，
　鰍百年間その室間を撃つナこ後で，始め打ち臨されナこのε逆の方向から，再
　び元の揚所に節って來るのである・かくの如き室間であってもアィンシタ
　ィンの目的は未だ不十分であった，彼は再度この室聞の性質を改めた．（一一
　度は即吟の一般相封性原理において，ユークリッド室問をリーマン室間に
　改め九のである）．
　　すなはちこの度の妙華によって再び室間は興行線を有するものεせられ
　牝．しかし新室間においては，また他の特質を有するのである．今二つの
　鮎を結ぶ直線が引かれたεするミ，この二鮎間の距離を物指しによって計
　れば，その直線が二鮎間の長短線でなく，ある曲率を有する線になる．今地
　球の如くZb一一面ならざる面上における現象を想像して見るに，一つの汽船が
　ヨーロッパから：米國を指して出帆し，大西洋を眞西へ西へε航海すれば，地
　球の大猫眼に滑って走るより長い航路を取るこミになる．大早馬は始め西
　よりや料ヒに建ってるるが，後には南西の方向を取る．彼の新學詮におい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フイ　ルドのオブロフオ　ス　ては，電磁力および重力にて組織せらる・唯一つの「力　の　場」が存
　在するのみで從來吾人が認めナこる如き電磁場および重力の場に，この「カ
　の場」を分解して考へるこミは，唯輩なる皮相の考へに邉ぎないので，本
　當はそれらの結合なのである．唯一一っの「力の場」があるのであって，こ
　の「力の場」の法則は，唯一つであるεいふのである．
　　彼はこの法則を見出だすこεに成功したのであるが不思議なこミには，
　この一大法則なるものが，物理的に如何なる意味を有するかεいふこεを，
　目下のミころ突き止めるこεはできない．これは彼の使用する撒學的推論
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によるものであるからである．り一マンによって創設されナこり一マン室間
は，この學詮においては，その根本的特徴を失ってはみるが，なほリーマ
ン幾何學が一つの計算手段ξして用ひられてるる．そのり一マン幾何學の
有する複難さから推して一見これを諒解するに苦しむやうな周題を解くに
用ひられた．かくの如き方法がすべてのものを直観的に解決しようεする
型の人々に取っては，不十分に狙えるであらうが，最近の自然科學におい
てはその方法が十分存在を許されてみる．
　實際吾々は，これミ同一の方法をしばしば繰返して用ひてみるのである．
まナここの方法は，神さまは知らなくても，その造った人間の方が知ってみ
るのである．そのやうな方法が，從って實在論者には賛成されぬやうに導
くのは，自然の理である．同様の傾向が，在來の一般相封性原理にも現は
れてるるのである．
　　　　　　　　　　　　　凱學論の要紬
　從來時間ミ室間ごは刷々の如く考へられてるたやうに，今までは電波ε
璽力の場ミか別々に考へられてるナこ，しかし時間と室間とを甥々に考へる
ことは間違ひで，これを合一した晧室壷界が物理學の封象であるε同様に，
重：力とか電力とかいふ臨のが別々に春在するものではなく，同一のカを異
った方面から見たものである．
　　　　　　　　　　　ア4ンシタイン憾士の言
『私の過去撒年闇における研究の最大目標は電磁方ご引力ミの二法則を翠
一の法則に続一する黙にあった．從來物理尋者は引力を支配する法則ご電
磁氣の現象を支配してみる法則ミは互に別個のものこして取扱ふより外に
道がなかつナこ．これは全くこの二つの法則を結びつけるに必要な一般的
相封原理の研究が不足であったからである．勿論物理廻者の中には，この
二つの法則は或は一つの法則の上に立つものに粗蓮ないε，着眼したもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆも少くはなかったが，つひに今日にいプこるまで物理學の實駿はその法則ぜ
謹明し得なかったのである．しかし私は今日その法則を獲卜し得ナこε信じ
てみる．即ち私は或る歌態の下において相封原理ε四次の室引導ε町分し
得ろ室間の構造を案出し得ナこのである．この歌態において電磁氣を支配す
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　ろ法則葛引力を支配する法則εは同じ藪學的方程式の支配を受けるこε
　になるのである，私のミつナこ方法は或る假定の数學的方法によって自然の
　中にある各種の力を支配する統一された箪一の法則を見出さんε努めたの
　であるが，その方法によるこ電子が僚子の核をめぐって楕圓形に運動する
　ヵε地球が太陽をめぐって蓮動ずる力および遊星の上に光熱を與へ入類の
　生存を可能ならしめるカは同じものであろこごが謹明されるのである．』
　　　　　　　　　　　　　長陶牟二丁二二
　　アィンシタdン博士が何か新學読：を叢表しやうミしてみたこミは昨年十
　一月の初頃ニューヨーク・タイムメ紙で知ったカ『，それが極めて漠然たる
　記事でs：“んな學説が勝るのかわからなかった・電磁氣が重力ε同じである
　εいふ命題は以前から學界の誰しもが検討しやうミして，しかもその學理
　的諺明を得るこ■一が出來なかったものである．師ち誰も電磁氣は結局重力
　8同じでないだらうかミいふ推定は持ってるながら藪理的に：立謹し得なか
ったのである．今回の博士の立謹はまだ論文の原文を讃まない中は何こも
批判の言葉を獲するこミは出來ないが，要するに相弾性原理の慮用ミ見て
　いNε思ふ．大艦この通信文の通りで肯けるが，磁力ε重力xSは同じもの
であるε明確に断定し得るだらうかさうか，一寸疑問が鋏まれるやうであ
る．同じいεいふのは一嘗EqUalかSameか？何れにしても原文を見ない
　うちは批評は申されない，しかし學界の驚異であるこミは否めない．一一九
　〇五年，二十六歳の時に相饗原理を獲表して驚かしナこ博士は，五十歳にし
て再び學界に驚異を呼んだわけだ．實に感嘆のほかはない．（大朝より）
　　　　　　　わが新：城博士が京都帯大旨長に吹管
　本會名四會員であり京都帝國大學宇宙學教室の首席教授である新城新蔵
博士は本年こ二月始めより山内で行はれtこ選皐の結果、大多数の得票によっ
て同大學絡長に三選した，慶賀の至Coである．
